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研究成果の概要（和文）：本研究は、インストラクショナルデザイン（ID）の基礎力養成方法を実証的に確立すること
を目指して、養成環境をWeb上に設計・開発・提供した統合的研究である。IDの普及を意図した関連情報提供の枠組み
「IDポータル」を発展させ、そこで提供する各種のツール類を整備した。「教材設計マニュアル」企画書作成支援ツー
ルを開発・公開しその成果を学会発表した。「レイヤーモデル｣Q&Aによる逆引きの検索を考案・試作した成果を学会発
表するとともに、IDツールとして参照可能な理論やモデル合計101個の解説と事例からなる入門書を刊行した。「授業
設計マニュアル」改訂版と人材育成に応用した「研修設計マニュアル」も発刊した。

研究成果の概要（英文）：This study was comprehensive research of creating a training environment and 
extracting design principles for instructional design basic skills. ID Portal, aimed at diffusion of 
information related to instructional design, was upgraded in this study by adding various functions and 
tools; A support tool for creating educational material design proposal, as well as Q & A initiated 
reverse information location tool, was created and reported at national conferences. "Instructional 
Design Toolkit 101" was published, in which the Layer Model was adopted as the organizational scheme Also 
published from this study were "Design Manual for Instruction (Rev Ed.)" and "Design Manual for 
Training."

研究分野： 教育工学

キーワード： 教育工学　教育設計　基礎力養成　デザイン原則　eラーニング
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１．研究開始当初の背景 

イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ ル デ ザ イ ン

（Instructional Design：以下、ID）とは、

教育の効果・効率・魅力を高めるためのシ

ステム的な問題解決技法を扱う領域として、

欧米を中心に半世紀にわたり様々な研究成

果が蓄積されてきた。我が国では、授業設

計、授業デザインなどの用語で主として初

等中等教育の授業研究を扱う中で発展を遂

げてきたが、必ずしも欧米の知見が浸透し

てきたわけではなかった。2000 年頃から注

目された eラーニングを支える学問的基盤

として ID が見直され、教育力の向上が急務

である企業内教育や高等教育での浸透が見

られるようになった。『インストラクショナ

ルデザインの原理』などの基本図書が翻訳

されたり、我が国の研究者による入門書が

執筆されるなど、ID の知見が教育の質向上

に役に立つ可能性は周知されてきた。一方

で、ID の基礎的知識やスキルを体系的に習

得するための方法論の確立や学習機会の提

供は限定的であった。 

研究代表者は、米国での経験や帰国後の

研究成果をもとにして、ID に関する基本図

書の執筆・翻訳を手掛けてきた。また、e

ラーニング専門家養成のためのインターネ

ット型大学院「教授システム学専攻」を我

が国で初めて設立し、ID 関連情報提供の枠

組み「ID ポータル」を構築・運営すること

を通して、ID を体系的に学べる場の構築に

あたってきた。数多くの大学院生を指導す

る中で、ID の知見の普及を促進するための

各種ツールの設計・開発や養成方法の考案

と検証、ID 知見の体系化を目指した挑戦的

萌芽研究などを進めてきた。つまり、我が

国の教育実践の質を向上させるための専門

職に必要な ID 関連の基礎知識やスキルと

は何かが整理され、その普及を支える基礎

的なツールが準備できつつある段階までこ

ぎ着けた。しかし一方で、研究成果の体系

化や学習機会の提供は必ずしも十分とは言

えない状況にあると言えた。 

 

２．研究の目的 

これまでの研究成果を広く普及し、ID 基

礎力を養成する方法を確立するためには、

次の段階としてより統合的な研究を進める

必要があった。そこで本研究では、じっく

りと５年間をかけてこれまでに行われてき

た研究成果を統合し、さらに発展・普及さ

せていくことを目的とした。 

より具体的には、これまでの研究成果を

Web 上の各種システムとして整理・提供す

ることで ID 基礎力の普及を目指す実践的

アプローチを採用する。これまでの情報提

供を主とした普及方策に加えて、「ID 基礎

力」とも言える実践的スキルを身につけら

れる環境を設計・開発・提供し、それを広

く利用してもらうことを通して評価・改善

していく。その過程を通して、「ID 基礎力」

の育成環境の要件をまとめ、教育方法論を

確立することを目指した。 

 

３．研究の方法 

本研究は、進行中の研究成果の Web 公開

と形成的評価・改善の ID 手法を援用して進

めた。より具体的には、｢教材設計マニュア

ル｣関連の新規ツール開発と「レイヤーモデ

ル」関連の開発済みツールの改良を 2つの

柱に据え、それぞれが研究チームを構成し

た。それぞれが研究成果を逐次公開用 Web

サイトに準備し、試用時のデータ収集と改

良を経て洗練するラピッドプロトタイプ手

法を採用して進めた。並行してこれまでの

研究成果を同公開用 Web サイトに集結させ、

更に文献研究と実践事例の収集を積み重ね

た。 
 
４．研究成果 

本研究の成果は、第二世代の「ID ポータル」

サイトである。ID の基礎力養成環境を Web 上



に設計・開発・提供したものである。ID の普

及を意図した関連情報提供の枠組み「IDポー

タル」を発展させ、そこで提供する各種のツ

ール類を整備した。「教材設計マニュアル」

企画書作成支援ツールを開発・公開しその成

果を学会発表した。「レイヤーモデル｣Q&A に

よる逆引きの検索を考案・試作した成果を学

会発表するとともに、ID ツールとして参照可

能な理論やモデル合計101個の解説と事例か

らなる入門書を刊行した。「授業設計マニュ

アル」改訂版と人材育成に応用した「研修設

計マニュアル」も発刊した。 

ID 関連の知見は「知っている」だけでは

不十分であり「使いこなせるようになる」

ことが求められる。教育実践の質向上に役

立つ技法をどのように養成していくかは、

ID の知見を「ID 基礎力」の養成に応用すれ

ば明らかになることが期待されるが、これ

までに「ID 基礎力」の養成に ID の知見を

総動員して着手した取り組みは我が国では

見られず、その点は独創的であったと言え

よう。 

この点は教育工学の研究領域全体が抱え

るチャレンジでもある。例えば教育方法論

を教える授業で採用されている教育方法そ

のものがそこで取り上げられる教育内容と

しての教育方法論の中身を反映していなか

ったり、また反映されていたとしても実践

上の効果を上げていなければ、教育方法論

の学問としての信ぴょう性や授業担当者と

しての信頼性を確立することは困難である。 

このことは、ID を中核として据えている

大学院「教授システム学」の教育実践にも

同様にあてはまる。e ラーニングの専門家

を養成している大学院が提供する eラーニ

ングがどんなものかを期待して集まる社会

人学生の目は厳しい。本研究で構築する「ID

基礎力」育成環境が ID の知見をフルに活用

して効果を上げることにより、ID の信頼

性・信ぴょう性が高められた。 
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